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甲
府
市
出
身
者
で
つ
く
る
首

都
圏
甲
府
会
は
、
北
杜
市
の
和

菓
子
メ
ー
カ
ー
金
精
軒
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
て
武
田
信
玄
が
流
通

さ
せ
た
甲
州
金
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
「
甲
州
金
ま
ん
じ
ゅ
う
」

を
考
案
、
国
内
外
に
売
り
出
す

計
画
を
進
め
て
い
る
。
昨
年
２

月
の
総
会
で
作
家
の
渡
辺
房
男

さ
ん（
甲
府
市
出
身
）が
「
黄
金

の
国
の
通
貨
・
甲
州
金
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
た
こ
と
が
契
機

と
な
り
、
役
員
会
で
商
品
化
の

話
が
持
ち
上
が
っ
た
と
い
う
。

武
田
氏
率
い
る
常
勝
無
敵
を

誇
っ
た
甲
州
軍
団
の
強
さ
は
金

山
開
発
で
鋳
造
さ
れ
た
甲
州
金

の
財
力
が
背
景
に
あ
り
、
江
戸

時
代
の
貨
幣
制
度
の
ル
ー
ツ
に

も
な
っ
た
。「
山
梨
・
甲
府
」

を
情
報
発
信
す
る
に
は
う
っ
て

つ
け
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
が
あ

る
。商

品
化
に
向
け
て
甲
斐
黄
金

村
・
湯
之
奥
金
山
博
物
館
（
身

延
町
）、
山
梨
中
銀
金
融
資
料

館（
甲
府
市
）へ
の
視
察
や
菓
子

メ
ー
カ
ー
と
の
交
渉
を
手
掛
け

る
な
ど
企
画
、
宣
伝
の
実
務
を

担
当
し
て
い
る
の
が
同
会
理
事

（
会
計
）を
務
め
る
朱
宮
明
美
さ

ん（
55
）だ
。

甲
州
金
は
１
両
15
㌘
（
４

匁も
ん
め）だ
っ
た
こ
と
に
ち
な
み
、現

在
試
作
中
の
ま
ん
じ
ゅ
う
は
同

じ
重
さ
に
し
、
表
面
を
金き

ん
ぱ
く箔
で

包
む
と
い
う
。既
に
同
会
の
会

長
を
務
め
る
シ
ミ
ッ
ク
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
中
村
和
男
Ｃ
Ｅ

Ｏ
が
設
立
し
た
中
村
キ
ー
ス
・

へ
リ
ン
グ
美
術
館
が
「
甲
州
金

ま
ん
じ
ゅ
う
」
の
商
標
登
録
を

取
得
し
た
。来
月
14
日
の
総
会

で
は
試
食
会
を
開
き
、
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
。「
菓
子
メ
ー
カ

ー
と
共
同
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
さ
せ
、
数
年
後
の
販
売
を
目

指
す
」
と
し
て
い
る
。狙
い
は

「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
」。

地
域
に
埋
も
れ
た
資
源
を
掘
り

起
こ
し
、地
元
企
業
、山
梨
の
活

性
化
に
向
け
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

と
い
う
県
人
会
の
新
た
な
試
み

で
、
甲
州
金
ま
ん
じ
ゅ
う
は
そ

の
第
１
弾
と
の
位
置
付
け
だ
。

実
家
は
平
安
時
代
の
万
寿
元

（
１
０
２
４
）年
創
業
と
さ
れ
る

老
舗
の
朱
宮
神
仏
具
店
（
甲
府

市
）。
甲
府
一
高
、
明
治
大
政

経
学
部
を
卒
業
後
、
外
資
系
の

シ
テ
ィ
バ
ン
ク
銀
行
に
就
職
。

結
婚
を
機
に
退
職
し
た
が
、「
子

育
て
し
な
が
ら
で
き
る
仕
事
」

と
し
て
30
歳
で
数
珠
や
経
典
、

仏
像
の
企
画
販
売
会
社
「
ジ
ャ

パ
ン
ア
ー
ト
メ
モ
リ
ー
」
を
立

ち
上
げ
た
。

海
外
に
は
太
い
パ
イ
プ
を
持

つ
。
国
内
だ
け
で
な
く
、
精
神

的
な
癒
し
を
求
め
る
顧
客
は
欧

米
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
台
湾
な
ど
国

外
に
も
多
い
ほ
か
、「
知
り
合
い

に
頼
ま
れ
て
始
め
た
」
と
い
う

日
本
の
企
業
の
持
つ
技
術
力
を

海
外
企
業
へ
紹
介
す
る
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
も
展
開
。
さ
ら
に

は
先
月
、
輸
出
入
業
務
を
請
け

負
う
会
社
も
設
立
し
た
。
仕
事

を
通
じ
て
築
い
た
人
脈
や
経
験

を
生
か
し
「
外
国
人
観
光
客
に

日
本
を
代
表
す
る
土
産
と
し

て
甲
州
金
ま
ん
じ
ゅ
う
を
認

知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
当
面

の
目
標
」
と
意
気
込
む
。
そ

の
原
動
力
は
「
古
里
へ
の
恩
返

し
と
貢
献
」
に
あ
る
。「
山
梨

の
活
性
化
は
首
都
圏
に
い
て
も

実
現
で
き
る
と
い
う
新
し
い
形

を
示
し
、
次

世
代
に
つ
な

げ
て
い
き
た

い
」

（
今
村
友
芳
会
長
）
は
こ
の
ほ

ど
新
宿
区
内
で
新
年
会
を
開
い

た
。
新
年
会
に
は

15
人
が
出
席
。
今

村
会
長
は
「
高
齢

化
が
進
み
70
代
以

下
の
会
員
が
い
な

い
。
近
親
者
に
も

声
を
掛
け
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け

た
。「久

那
土
」
の

地
名
は
現
在
で
は

Ｊ
Ｒ
身
延
線
久
那

土
駅
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
だ
け
だ

が
、
県
人
会
と
し
て
の
歴
史
は

古
く
、
約
半
世
紀
前
に
発
足
。

地
元
中
学
、
高
校
を
卒
業
後
、

縁
故
を
頼
っ
て
上
京
、
千
代
田

区
界か

い
わ
い隈
の
卸
問
屋
や
建
材
店
に

就
職
す
る
人
が
多
く
、
一
時
は

90
人
近
い
参
加
者
が
あ
っ
た
と

い
う
。

母
校
の
久
那
土
小
は
昨
年
の

入
学
者
が
わ
ず
か
５
人
で
在
校

生
は
現
在
37
人
。
久
那
土
中
の

在
校
生
は
23
人
で
、
小
学
校
は

２
０
１
７
年
３
月
に
、
中
学
校

は
16
年
３
月
に
そ
れ
ぞ
れ
廃
校

が
決
ま
っ
て
い
る
。

参
加
者
は
カ
ラ
オ
ケ
や
、
く

じ
引
き
抽
選
会
を
楽
し
ん
だ

後
、「
朝
夕
に
流
れ
つ
き
せ
ぬ
三

沢
の
川
辺
、
さ
な
が
ら
に
幾
代

つ
た
え
て
、
わ
が
校
舎
は
尊
く

た
て
り
」
と
、
久
那
土
小
校
歌

を
全
員
で
斉
唱
し
た
。

♢
県
人
会
連
合
会
女
性
の
会

新
年
会
＝
７
日
午
後
１
時
、
八

王
子
日
本
閣
♢
首
都
圏
甲
府
会

総
会
＝
14
日
午
前
11
時
半
、
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ケ
谷
♢
大
泉
会

総
会
＝
15
日
午
前
11
時
、
新
宿

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル

小
金
井
市
県
人
会
（
武
井
正

明
会
長
）の
総
会
・
新
年
会（
新

春
の
集
い
）
が
、
こ
の
ほ
ど
市

内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
か
れ
、

約
30
人
が
出
席
し
た
。

武
井
会
長
は
「
山
梨
県
も
県

人
会
組
織
も
活
性
化
し
て
き
て

い
る
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開

通
の
見
通
し
が
立
つ
な
ど
新
し

い
時
代
の
幕
開
け
を
山
梨
が
迎

え
る
中
、（
そ
の
活
力
を
）小
金

井
市
県
人
会
の
活
動
に
生
か
し

た
い
」
と
挨
拶
。

来
賓
に
弦
間
明
県
人
会
連
合

会
長
や
布
施
智
樹
県
東
京
事
務

所
長
、
稲
葉
孝
彦
小
金
井
市
長

（
千
葉
県
出
身
）、
木
村
基
成
都

議
（
東
京
都
出
身
）
ら
が
招
か

れ
た
。
弦
間
会
長
は
「
初
め
て

参
加
し
た
が
、
ユ
ニ
ー
ク
で
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
会
の
雰
囲
気
に

和
み
、
発
展
の
意
欲
を
心
強
く

感
じ
た
。
古
里
を
介
し
た
出
会

い
が
交
流
と
な
り
、
や
が
て
大

き
な
絆
に
広
げ
る
こ
と
が
大
切

だ
」
な
ど
と
述
べ
た
。

武
井
会
長
は
都
留
市
出
身

で
、
上
京
し
て
日
本
電
信
電
話

公
社（
現
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）に
就
職
。
30

歳
で
小
金
井
市
議
に
当
選
以

降
、
７
期
28
年
務
め
た
。
地
元

商
工
関
係
者
と
の
つ
な
が
り
は

強
く
、
会
員
に
法
人
会
員
が
多

い
こ
と
も
同
会
の
特
徴
と
な
っ

て
い
る
。

県
と
や
ま
な
し
観
光
推
進
機

構
は
こ
の
ほ
ど
、
大
阪
と
名
古

屋
両
市
で
旅
行
業
者
対
象
に
２

０
１
５
年
秋
、
冬
シ
ー
ズ
ン
の

観
光
説
明
会
と
商
談
会
を
開
い

た
。毎
年
２
回
実
施
し
、
今
回

は
両
会
場
で
計
70
社
が
参
加
し

た
。説

明
会
で
は
県
の
担
当
者
ら

が
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が
ら
７

年
に
１
度
行
わ
れ
る
甲
斐
善
光

寺
の
御
開
帳（
今
年
４
～
５
月
）

に
合
わ
せ
て
昇
仙
峡
や
湯
村
温

泉
な
ど
甲
府
市
周
辺
の
観
光
コ

ー
ス
や
、
現
在
増
穂
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ（
富
士
川
町
）ま
で
開

通
し
て
い
る
中
部
横
断
道
が
２

０
１
６
年
度
以
降
、
身
延
町
や

南
部
町
方
面
に
延
伸
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
身
延
山
久
遠
寺
や

西
山
温
泉
な
ど
峡
南
地
域
５
町

の
名
所
を
紹
介
し
た
。そ
の
後

の
商
談
会
は
各
旅
行
業
者
と
県

内
観
光
事
業
者（
大
阪
会
場
30

社
、名
古
屋
会
場
38
社
参
加
）が

個
別
に
情
報
交
換
し
た
。

説
明
会
と
商
談
会
は
来
月
10

日
、
都
内
で
も
開
催
を
予
定
し

て
い
る
。

南
ア
ル
プ
ス
市
県
人
会（
有

野
征
雄
会
長
、旧
白
根
町
出
身
）

は
こ
の
ほ
ど
役
員
会
と
新
年
会

を
市
桃
源
文
化
会
館
で
開
き
、

首
都
圏
や
県
内
か
ら
約
40
人
が

参
加
し
た
。

役
員
会
で
は
総
会
を
５
月
に

市
内
で
開
催
す
る
こ
と
や
、
甲

府
市
在
住
の
作
曲
家
・
望
月
吾

郎
さ
ん
の
作
曲
で
、
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
た
南

ア
ル
プ
ス
・
北
岳
を
テ
ー
マ
に

し
た「
北
岳
絶
唱
」を
同
県
人
会

の
愛
唱
歌
に
す
る
こ
と
な
ど
が

承
認
さ
れ
た
。

有
野
会
長
は
、
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
開
業
を
引
き
合
い
に

「
国
の
地
方
創
生
に
山
梨
も
遅

れ
を
取
ら
な
い
よ
う
に
進
め
る

必
要
が
あ
る
」な
ど
と
挨
拶
。来

賓
の
中
込
博
文
市
長
は
６
月
に

レ
ス
ト
ラ
ン
、
直
売
所
エ
リ
ア

が
開
園
予
定
の
農
林
業
の
６
次

産
業
化
施
設
「
南
ア
ル
プ
ス
完

熟
農
園
」に
つ
い
て
触
れ
、「
東

京
圏
と
農
村
交
流
の
モ
デ
ル
と

な
る
町
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

多
く
の
集
客
に
向
け
支
援
を
」

と
呼
び
掛
け
た
。

同
農
園
は
中
部
横
断
道
南
ア

ル
プ
ス
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

近
く
に
整
備
。市
が
出
資
す
る

株
式
会
社
「
南
ア
ル
プ
ス
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
」
が
12
㌶
の
用
地
を

活
用
し
、
農
産
物
の

加
工
品
販
売
や
果
物

狩
り
体
験
が
で
き
る

農
園
や
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
広
場
な
ど
を
運
営

す
る
。役
員
会
で
は

同
社
の
担
当
者
が
施

設
の
概
要
を
説
明
、

第
三
者
割
当
増
資
で

財
務
基
盤
の
強
化
を

図
る
と
し
て
、
一
口

10
万
円
の
出
資
を
要

請
し
た
。

新
年
会
で
は
甲
府

市
出
身
の
演
歌
歌

手
・
美
南
ひ
ろ
こ
さ
ん
や
望
月

さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
も
あ
り
、

出
席
者
は
交
流
を
深
め
て
い

た
。同
県
人
会
は
合
併
に
伴
い
、

２
０
１
１
年
に
旧
町
村
単
位
に

あ
っ
た
県
人
会
を
再
編
。従
来

の
首
都
圏
在
住
者
だ
け
で
な

く
、市
内
在
住
者
も
参
加
し
、総

久
那
土
村
（
現
身
延
町
）
出

身
者
で
つ
く
る
久
那
土
郷
友
会

文
科
省
の
県
出
身
職
員
、
Ｏ

Ｂ
ら
で
つ
く
る
文
科
省
山
梨
県

ゆ
か
り
の
会
（
会
長
・
山
中
伸

一
事
務
次
官
、
都
留
市
出
身
）

が
こ
の
ほ
ど
千
代
田
区
の
全
国

町
村
会
館
で
開
か
れ
た
。
山
中

会
長
は
「
文
科
省
は
地
方
創
生

が
大
き
な
テ
ー
マ
。
山
梨
が
元

気
に
な
る
活
動
を
し
た
い
。
地

域
医
療
の
充
実
な
ど
働
く
場
が

あ
る
山
梨
に
す
る
た
め
山
梨
大

学
や
県
教
育
機
関
の
活
動
が
ポ

イ
ン
ト
に
な
る
。
山
梨
を
よ
り

楽
し
く
明
る
く
し
た
い
」
と
抱

負
を
述
べ
た
。

来
賓
の
赤
池
誠
章
・
文
部

科
学
大
臣
政
務
官
（
甲
府
市
）

は
「
文
科
省
に
は
県
出
身
者
が

多
く
、
古
里
に
帰
っ
た
思
い
が

し
た
。
山
梨
は
教
育
人
材
輩
出

県
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
教

育
再
生
に
向
け
Ｏ
Ｂ
も
含
め
て

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
前
進
し
た

い
」
と
挨
拶
。
今
春
で
退
任
す

る
前
田
秀
一
郎
山
梨
大
学
長

や
、
新
学
長
に
内
定
し
て
い
る

島
田
真
路
山
梨
大
医
学
部
付
属

会
を
都
内
と
市
内
で
交
互
に
開

催
す
る
な
ど
〝
地
元
密
着
型
〟

の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

病
院
長
、
阿
部
邦
彦
県
教
育
長

ら
も
出
席
し
た
。

総会・新年会で挨拶する武井会長（左から2人目）。志村恒雄
副会長（甲府市出身）が進行を担当、法人会員を代表して本間
敏弘氏（北海道出身・本間不動産経営）が乾杯の音頭を取った

歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
で
親
交
を
温
め
た
南

ア
ル
プ
ス
市
県
人
会
の
新
年
会（
24
日
）

久那土郷友会の新年会。深沢岩雄氏が司会を
務め、内藤智雄副会長が乾杯の音頭を取った

約60人が参加した文科省県ゆかりの会

「
甲
州
金
ま
ん
じ
ゅ
う
」世
界
へ

古
里
へ
の
恩
返
し

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

県
人
会
だ
よ
り

ジャパンアートメモリー社長
首都圏甲府会理事

朱宮明美さ　
　ん

２
月
の
予
定

山
梨
を
元
気
に

文
科
省
県
ゆ
か
り
の
会

名
阪
地
域
へ
Ｐ
Ｒ

県･

や
ま
な
し
観
光
推
進
機
構

「山梨の活力 活動に生かす」
新年会に法人会員も参加 小金井市県人会

古
里
で
新
年
会 

親
交
深
め
る

「
北
岳
絶
唱
」を
愛
唱
歌
に

南
ア
ル
プ
ス
市
県
人
会

会
員
拡
充
を
呼
び
掛
け

廃
校
惜
し
み
校
歌
斉
唱

久
那
土
郷
友
会
・
新
年
会


